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次の文中の□に語を挿入せよ。　　　　　　　　　　　６・７以外は各２点
１　人は、神への□□□によって、死を刈りとったのです。
２　死によって魂と肉体が分離する時、人類はキリストを信じた者とそうで　ない者に□□□□□されます。
３　“さばきの日”が来る時、キリストの再臨とともに、すべての□□　（信者、不信者）は□□し、最後の審判が行われます。
４　信じる者は、□□□□□によみがえり、信じない者は第二の　　□にわたされるのです。
５　キリスト教葬儀は次の七つの式をもって執り行われます。
　①　□□□
　②　□□□
　③　□□□
　④　□□
　⑤　□□□□
　⑥　□□□
　⑦　□□□
６　遺言において絶対に必要なものは、日付と最後の□□□□です。                                                           　 １０点
７　臨終にあたって、必要なことは何ですか。　　　　　　　　　　１６点
　　次のことが必要です。
　イ、医師の□□診断書
　ロ　火葬・□□許可書を役所でもらうこと。
　ハ　葬儀の□□・□□の決定
８　クリスチャンの死の呼び方は、□□がよいでしょう。
９　前夜式
　　葬儀の□□に行う式で、柩のある部屋で、牧師の司式によって□　□をもち、遺族、近親、教会員などによって□□をしのんで思い出　を語り、また、遺族を慰め励ます時としたいものです。
10　葬式は、死者の□でも、□□でもありません。遺体を丁重に葬り、　また死者に対する□□と遺族に対する□□、将来に死を経験する　すべての人が、これを自覚すると同時に、主より永遠の生命を賦与された　希望をもって臨む式です。
11　一般的注意
　イ　弔辞について他宗教の人々は、□□や□□に向かって弔辞を　　述べますが、クリスチャンは、遺族と会衆に向かって遺族への□□　　と□□□を語るのです。
　ロ　飾花について柩を花で飾る(飾花)ことは、よい慣わしと思いますが、　　仏教徒の焼香、神道の□□□□と混同されて、□□□
　　□と同一視されるおそれがあります。
12　記念会
　イ　遺族を励まし、故人とその□□を思い起こして、ありし日の徳を　　□□し、故人を生かした、主の恵みをともに賛美することは有意義　　なことです。
　ロ　この時、注意すべきことは、誤っても故人を想い、□に向かって語　　りかけたり、□□や□□□を献げることはしないことです。13　志について他宗教の人は､｢□□□｣｢御玉串料」などとして出しま　すが、クリスチャンである私たちは､｢□□□」が適当と思われます。14　焼香は、仏教における□□であり、玉串奉奠は、神道における死者　の神霊へのささげものですから、クリスチャンとしては、□□や□　□に流されて行うべきではありません。

